






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































• 様々な目的に対応できること Joint Information Systems Committee (2012)
13年3月28日木曜日
ソーシャルスペースの役割
13年3月28日木曜日
ソーシャルスペースの役割
モチベーションの高揚、だが、学
習行動を誘発する仕組みが必要
13年3月28日木曜日
ソーシャルスペースの役割
モチベーションの高揚、だが、学
習行動を誘発する仕組みが必要
13年3月28日木曜日
52
図書館の役割や大学の強みを
活かす（作る）
13年3月28日木曜日
まとめ
53
学習支援を効果的なものにするために
13年3月28日木曜日
これからの人材を育てる大学図書館
•さまざまな学習スタイルに対応した空間設計
•フォーマル・インフォーマルラーニングへの対
応（学びは必ずしもフォーマルとは限らない）
•リラックスできる空間（図書館を居心地良いと
感じてもらう場）
•楽しい場
54
教育・学習のトレンドに対してアンテナを張り、既
存の学習観・制度に縛られない発想と行動が必要
13年3月28日木曜日
これからの「学び」に大学図書館ができること
•学生は自らの学びに対して、どこまで意識を働
かせているのだろうか？
•「学習」という意味の捉え直し
•すべてが授業と関連すべきだろうか？という
強い疑問
•認知的学習観（記憶するなど）がすべてかと
いうと、そうではない
•インフォーマルラーニングの観点
55
何が何でも授業と関連付いた「学習支援」という考
えから、少し離れてみる必要もある
13年3月28日木曜日
教員・図書館職員に求められる意識改革
•どういう図書館を目指したいのか、意識の共有が必要
（ラーニングコモンズは必要？）
•大学の特徴・強み・弱みを理解しているだろうか
•教職員は組織で意識を合わせているだろうか
•図書館職員（教員）自身が「学ぶ」存在になっている
だろうか？
•自身の経験に基づく学習観は変わらなくても、利用者
である学習者の学習観、求められる人材像・スキルは
変わる
•学習観の押しつけ、「あなた」が考える「図書館
像」は、もはや時代に合っていないかもしれない
13年3月28日木曜日
ご質問はお気軽に
57
http://mark-lab.net/
mark@mark-lab.net
Twitter: @mark_yk
13年3月28日木曜日
